
 

 

戸外と室内、子どもが選んで、どちらででも遊べる環境を作っています。 

戸外遊びに、ほとんどの子が出た後の、静かな室内。 

玩具を多く使え、お友だち同士の声も通り、集中するにはもってこい。 

 

その中でマグネット遊びが始まり、背の高いものを一緒に作り始めました。 

友だち同士、会話でのやりとりが多く見られた遊びの一幕です。 

 

 

その後…保育士の背丈ほど積み上げた後、手が当たってしまい崩れます。 

でも、誰も、誰かを責めたりしませんでした。 

「あぁ 楽しかった！もういっかい！」 

語彙力に差のある年齢ですが、心で感じ、共に動いたり 

どうしたら相手に伝わるのか、考えたりしています。 

お友だちとのかかわりを広げる中で大切な言葉 

 

力を合わせれば 

「一緒にやってもいい？」 

「いいよ、今ね、高くしたいの」 

お友達の分まで椅子を運びます。 

「届かないね…」 

「グラグラするよ、気を付けて」 

お友だちを気に掛ける言葉 

「力を合わせればできるよ」 

この言葉を、繰り返し呪文のように 

言っていました。 

素敵な言葉を知っているんだね✨ 

「これに登ってみようか！」 

「いいの？」 

棚は登ってはいけないお約束 

でも 

特別ね、のお約束 

 


